
１． 手術等に係る実績（令和５年度）

２． 外来化学療法の実施を推進する体制

３． ２４時間の救急医療体制

４． 入院患者の病状の急変の兆候を捉えて対応する体制

５． 外来縮小体制

６． 退院に係る状況

７． 禁煙の取扱い

・ 外来腫瘍化学療法診療料１の届出を行っている。
・ 外来化学療法とは、がん患者さんが外来通院で抗がん剤の投与をうけることです。当院では、
化学療法を受けながら外来通院で従来の生活の質を維持し、安全に治療を受けることができ
る体制として、通院治療センターを開設しています。専任の医療スタッフが患者さんの点滴治療
開始から終了までを安全・快適に受けられるように心がけており、治療後の自宅生活における
指導や相談なども行っています。また、予約制のため、ベッドで休みながら安心して治療を受け
ていただけます。

・ 当院は、愛知県より平成15年10月1日から『救命救急センター』の指定を受けています。

・ RRS とは、心停止やショックをはじめとする重大な有害事象へ至る前に、症状を早期発見し介
入につなげる医療安全管理システムです。当院では、救急蘇生に精通した医師、看護師、薬剤
師等によって構成された院内迅速対応チームが、定められた基準に基づいた評価を迅速におこ
ない治療に介入します。

・ 初診に係る選定療養を実費徴収している。
・ 紹介率 73.8％ 逆紹介割合 82.9％
・ 当院は高度医療を提供する中核病院として、日常的な診察や健康管理をしてくれる「かかりつ
け医」（診療所、クリニック等）と連携し、地域の医療を守るため、それぞれの機能を十分に発
揮できるように努めていきます。

・ 入退院支援加算１の届出を行っている。
・ 一般病棟における平均在院日数が11.8日

・ 敷地内禁煙

急性期充実体制加算に掲げる
実績と体制

全身麻酔による手術 2,525件 心臓カテーテル法による手術 516件

うち、緊急手術 363件 消化管内視鏡による手術 503件

悪性腫瘍手術 724件 化学療法 4,537件

腹腔鏡下手術又は胸腔鏡下手術 642件


